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寺
領
・
古
新
田
・
木
戸
・
藤
井
・
平
七
・
棚
尾
・
新
々
田
の
三
十
一
ケ
村

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
七
扇
　
御
田
扇
祭
の
拠
り
所

‖
御
田
扇
祭
は
春
祭
と
夏
祭
の
混
在

御
田
扇
祭
は
、
農
産
物
の
豊
作
を
祈
願
す
る
春
祭
的
要
素
と
災
害
除
去

を
祈
願
す
る
夏
祭
的
要
素
の
混
在
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
御
神
体
で
あ
る
扇
と
鍬
か
ら
考
察
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

扇
が
防
災
的
な
夏
祭
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
布
川
清
司
と
い
う

方
は
「
悪
霊
除
け
の
神
様
と
し
て
有
名
な
熊
野
神
社
で
扇
祭
が
お
こ
な
わ

れ
扇
神
輿
が
で
る
こ
と
や
、
疫
病
除
け
の
年
中
行
事
と
し
て
有
名
な
京
都

の
祇
園
祭
で
も
扇
は
山
車
の
上
で
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
」
な
ど
か
ら
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扇
に
厄
病
を
祓
い
除
け
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

夏
祭
的
要
素
は
、
疫
病
、
害
虫
、
風
水
害
な
ど
の
発
生
し
や
す
い
七
月
頃

に
「
扇
さ
ん
」
　
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
田
の
間
の
小
道
を
塩
ま
き

で
歩
く
こ
と
、
さ
ら
に
は
灯
を
付
け
な
い
で
高
堤
燈
を
持
つ
こ
と
な
ど
に

見
ら
れ
る
。

春
祭
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
鍬
を
御
神
体
と
す
る
春
祭
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

鍬
を
崇
め
る
信
仰
は
、
御
鍬
信
仰
と
言
わ
れ
伊
勢
神
宮
で
も
旧
歴
の
二
月

初
め
に
行
な
わ
れ
る
鍬
山
神
事
、
す
な
わ
ち
御
田
は
じ
め
の
神
事
に
用
い

ら
れ
た
鍬
が
全
国
的
に
祭
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
最
盛
期
は
御
田
扇
祭
の
起
源
で
述
べ
た
よ
う
に
明
和
四
年
（
一
七
六

八
）
頃
と
言
わ
れ
、
こ
の
三
河
地
域
に
も
多
く
の
御
鍬
神
社
や
境
内
社
が

創
建
さ
れ
て
い
る
。



（29）

）

臼
古
語
拾
遺
の
烏
扇

御
田
扇
祭
の
神
事
の
拠
り
所
の
ひ
と
つ
に
は
、
平
城
天
皇
の
朝
議
に
基

づ
き
大
同
二
年
　
（
八
〇
七
）
　
に
　
「
古
語
の
遣
り
た
る
を
拾
う
」
　
と
し
て

作
成
さ
れ
た
　
「
古
語
拾
遺
」
　
の
な
か
の
御
歳
神
の
項
に
次
の
よ
う
な
記
載

が
さ
れ
て
い
る
。
　
（
要
約
）

『
御
歳
神
の
怒
り
ま
す
事
が
あ
り
て
、
蛙
を
放
っ
て
稲
の
苗
葉
を
枯
ら

さ
し
め
し
時
、
此
害
を
除
く
に
は
烏
扇
を
以
っ
て
こ
れ
を
扇
、
そ
れ
に
て

も
蛙
の
立
ち
去
ら
ぬ
時
は
、
牛
の
宍
を
溝
口
に
置
き
、
男
茎
形
を
つ
く
り

て
こ
れ
に
加
え
、
そ
の
た
慧
子
・
萄
椒
・
呉
桃
の
葉
ま
た
塩
な
ど
を

田
の
畔
に
撒
き
置
く
や
う
に
』
と
の
教
え
に
従
え
ば
稲
の
葉
ま
た
茂
り
と

の
故
事
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
神
事
に
用
い
ら
れ
た
烏
扇
（
槍
扇
）
を
請
け
て
田
の
中
を
扇
ぐ
と

虫
の
害
が
祓
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
岡
崎
領
で
も
各
手
永
が
神
輿
に
納
め

古
語
拾
遺
の
中
の
田
扇
条

昔
在
時
代
、
大
地
主
神
営
田
之
日
、
以
牛
宍

食
田
人
千
時
御
歳
神
之
子
至
英
田
唾
饗
而
選

以
状
告
父
、
御
歳
神
費
怒
、
以
蛙
放
英
田
、

苗
葉
忽
枯
損
似
篠
竹
、
於
是
大
地
主
神
令
片

巫
、
肱
巫
占
求
其
由
御
歳
神
為
崇
宜
厳
白
猪

白
馬
白
雑
以
解
其
怒
依
教
奉
謝
、
御
歳
神
答

日
、
賓
吾
意
也
、
宣
以
麻
柄
作
持
持
之
、
以

天
押
草
押
之
、
以
烏
扇
扇
之
、
若
如
此
不
出

去
者
宣
以
牛
宍
置
溝
口
作
男
茎
形
以
加
之
、

慧
子
、
萄
椒
、
呉
桃
葉
及
監
班
置
其
畔
仇
従

其
教
苗
葉
復
茂
年
穀
豊
稔
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村
々
を
廻
り
稲
の
虫
害
を
祓
い
豊
穣
を
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

第
八
扇
　
御
田
扇
祭
関
連
資
料

第
一
節
　
御
鍬
神
事

○
内
宮
で
は
二
月
朔
日
に
神
田
に
下
種
す
る
神
事

爾
宜
、
内
人
、
物
忌
等
、
当
年
歳
徳
神
の
在
る
方
を
銀
山
と
し
て
之
に
登
り
山
口

の
神
を
祭
り
、
木
本
祭
を
為
し
、
木
を
伐
っ
て
忌
鍬
を
作
り
、
之
を
持
っ
て
山
を

下
り
神
田
に
臨
ん
で
耕
田
の
型
を
す
る
の
で
あ
る
。
又
神
官
の
一
人
が
桶
に
小
石
を

を
入
れ
て
種
と
稀
へ
、
之
を
蒔
く
型
を
す
る
事
も
あ
っ
た
。
比
の
時
田
舞
と
云
う
舞

を
為
し
、
折
敦
を
鼓
の
様
に
打
っ
て
歌
を
う
た
ふ
。
そ
の
歌
の
一
つ
に

「
あ
な
た
の
し
、
今
日
の
楽
し
さ
、
い
に
し
え
も
、

か
く
や
あ
り
け
む
、
今
日
の
楽
し
さ
」
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0
外
宮
で
は
二
月
上
亥
日
に
神
田
に
下
種
す
る
神
事

役
人
が
榊
枝
を
伐
っ
て
忌
鍬
を
作
り
、
歳
徳
神
の
方
に
祭
場
を
設
け
、
役
人
が

多
賀
山
下
に
至
っ
て
山
入
り
の
行
事
を
な
し
、
禰
宜
以
下
本
宮
に
参
拝
し
て
祭
場
に

列
座
す
れ
ば
、
役
人
が
修
祓
し
た
後
ち
忌
鍬
で
耕
田
の
状
を
な
し
、
禰
宜
も
亦
其
の

錐
を
と
り
神
歌
を
唱
え
て
耕
田
の
ま
ね
を
し
て
豊
年
を
祈
り
、
役
人
又
祓
を
修
し
、

各
員
八
度
拝
し
て
退
座
す
る
の
で
あ
る
。
是
よ
り
諸
所
の
神
田
も
耕
作
せ
ら
れ
、
民

間
の
も
耕
作
せ
ら
る
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
二
月
に
此
の
神
事
は

廃
せ
ら
れ
た

第
二
飾
　
御
田
植
神
事

外
宮
に
お
い
て
五
月
下
旬
の
吉
日
に
田
上
大
水
神
社
後
の
大
御
田
、
俗
に
精
神
田

と
い
ふ
に
て
行
な
わ
れ
て
い
た
神
事
で
あ
る
。
御
田
祭
と
も
云
う
。
日
別
朝
夕
の

大
御
撰
に
御
供
え
す
る
御
料
米
は
、
す
べ
て
御
常
供
田
と
い
わ
れ
る
御
田
か
ら
奉
る

の
で
其
の
御
田
に
稲
苗
を
植
え
る
祭
り
で
あ
る
。



内宮の往時のお田植行事の概要

内宮のご常供田（神田）は楠部村に有って、5月中旬頃に神田で儀式と御田舞が行なわ

れてから長官邸に出向くことになっている。

御田舞とは楠部材の長老と20人程の踊り手が素砲に侍烏帽子を冠り、袴を高く掲げた

服装で、御田扇という扇を持って笛、太鼓の畔しに合わせて振り回し、変な腰付と足取り

で「ハニーヤハエー」と謡いながら踊る舞である。

お田扇は、4尺程の槍の薄細板を6枚程を扇の骨のように下の方を釘で締めて要とし、

折りたたみが自由で未の方に玉や松竹梅など朱色で措いた紙を張ったものである。

長官邸では笛・太鼓の音が聞こえてくると、長官を始め関係者がそれぞれの席について

御田舞の一同を迎えると、程なく門外から笛・太鼓の嚇しに合わせ「ハエーヤハエー」と

踊り込んでくる。そして、玄関前で噴し方は後方に控え、踊り子が前方に円形をつくり

（次貢に続く）
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当
日
神
宮
よ
り
大
物
忌
父
が
参
っ
て
苗
草
を
祓
い
清
め
、
子
良
が
之
を
植
え
始
め

る
。
比
の
時
神
楽
役
人
が
素
襖
・
烏
帽
子
に
て
田
畔
に
列
び
、
鼓
を
う
ち
笛
を
吹
く
。

そ
の
時
の
歌
の
一
つ
に

「
ち
は
や
ふ
る
神
の
め
ぐ
み
を
う
げ
そ
え
て
豊
宮
崎
に
早
苗
と
る
な
り
」

祭
畢
っ
て
田
長
以
下
十
人
、
老
顔
に
紅
白
粉
を
施
し
、
素
襖
・
烏
帽
子
に
榛
を
掛

け
、
棒
振
と
て
金
箔
を
貼
っ
た
六
尺
ほ
ど
の
棒
を
持
ち
、
七
人
ば
か
り
は
長
さ
六
尺
・

上
幅
五
尺
余
り
あ
る
金
銀
に
て
色
彩
槍
の
大
き
な
扇
を
持
ち
「
お
み
た
や
さ
ん
ぼ
、

棒
ふ
れ
さ
ん
ぼ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
長
官
屋
敷
へ
練
り
こ
む
と
い
ふ
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
棒
を
戴
け
ば
痘
瘡
・
麻
疹
等
が
軽
い
と
て
子
供
に
戴
か
せ
、
ま
た
長
さ
上
幅
共

に
一
尺
余
り
の
扇
を
作
り
、
こ
れ
を
御
田
く
ぼ
り
扇
と
稀
し
田
畔
に
刺
せ
ば
虫
除
け

け
と
な
る
と
て
、
争
う
て
之
を
貰
う
風
も
あ
っ
た
。

こ
の
神
事
は
明
治
四
年
の
神
宮
改
正
に
よ
り
全
く
廃
絶
と
な
っ
た
が
、
五
十
有
余

年
経
て
大
正
十
三
年
か
ら
其
の
儀
式
の
一
部
が
再
興
せ
ら
れ
た
。



40分間ほどぐるぐる廻りながら締り続ける。それが済むと長官より全員に引き出物が与

えられる。

その後、長官以下の参加者全員よる宴会が繰り広げられる。宴会には、餅米を蒸した飯

と海の物や川の物等の肴と酒が振舞われる。宴会が終わると踊り子たちは笛・太鼓で喋し

ながら村に帰って行く。

この神事は、外宮と同様に明治4年の神宮改正により廃止となった。しかし、50有余

年を経て大正13年にその儀式の一部が再興された。
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現
在
の
神
田
御
田
植
初
は
、
五
月
初
旬
に
神
田
祭
場
に
お
い
て
神
事
の
後
、
神
職

よ
り
作
長
に
早
苗
が
授
け
ら
れ
、
作
長
は
作
丁
を
引
き
連
れ
て
神
田
に
苗
を
植
え
初
め

ま
す
と
、
近
郷
の
男
女
（
神
宮
神
田
御
田
植
祭
保
存
会
会
員
）
　
の
奉
仕
に
よ
り
、
笛

太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
す
。

田
植
え
が
終
わ
る
と
奉
仕
員
の
中
か
ら
十
名
が
出
て
、
手
に
竹
扇
を
持
っ
て
東
西
の

耕
作
道
に
列
立
し
、
植
え
た
苗
を
扇
い
で
蛙
を
払
う
動
作
を
し
ま
す
。
次
い
で
大
団
扇

を
持
っ
た
二
名
の
奉
仕
員
が
神
田
に
入
り
、
団
扇
合
を
行
な
い
な
が
ら
神
田
の
中
を

三
回
巡
り
御
田
植
式
は
終
了
し
ま
す
。

次
に
祝
人
と
称
し
て
竹
扇
・
大
団
扇
を
持
っ
た
奉
仕
員
た
ち
が
、
神
田
近
く
に
あ
る

内
宮
摂
社
・
大
土
御
祖
神
社
に
踊
り
こ
ん
で
、
「
ほ
こ
り
」
と
言
う
締
り
を
踊
る
な
か

で
　
「
船
漕
」
・
「
ど
う
ま
い
」
　
と
言
う
所
作
を
行
い
、
最
後
に
大
団
扇
を
破
却
し
て

終
了
と
な
り
ま
す
。

大
団
扇
の
破
片
は
豊
作
や
大
魚
満
足
の
御
守
り
と
し
て
、
参
列
者
が
争
っ
て
持
ち
帰
る
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風
習
が
あ
り
ま
す
。

第
三
飾
　
土
呂
山
畠
今
昔
実
録

「
御
田
扇
祭
は
御
鍬
祭
か
ら
移
行
し
た
の
で
は
な
い
か
」
　
と
参
河
聴
視
録
に
記
述

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
て
き
た
。
そ
の
御
鍬
祭
や
御
鍬
神
社
の
創
建
な
ど

に
つ
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
が
土
呂
山
畠
今
昔
実
録
で
あ
る
。
岡
崎
市
史
の
民
俗

関
係
に
は
こ
の
御
鍬
祭
の
こ
と
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
明
和
五
年
　
（
一
七
六
八
）
　
に
成
立
し
た
土
呂
山
畠
今
昔
実
録
の
な
か
の

御
鍬
神
宮
の
一
部
を
記
述
す
る
。

¢
　
そ
の
一

土
呂
山
畠
御
鍬
太
神
宮
、
森
之
外
ニ
ア
リ
天
和
三
年
二
月
建
立
ナ
リ
、
夫
太
神
宮

ハ
、
勢
姦
渡
会
郡
山
田
之
庄
御
鍬
山
ヨ
リ
出
サ
セ
給
、
夫
ヨ
リ
村
順
送
之
、
天
和

二
年
十
二
月
十
三
日
、
当
郷
土
還
ラ
セ
給
、
是
ヨ
リ
シ
テ
坂
崎
村
工
欲
ル
奉
ン
ト
還



額田郡土呂村の変遷

天正18年（1590）宮部継潤を検地奉行とする太閤検地による村の石高が、624

斗2升1合の近世部落として成立する額田郡土呂村の村域は、東西1町・南北1町会

の寺域を有する本宗寺と、寺域外に広がる三河三ケ寺の通庵、末寺ならびに1，200軒

余の民家を擁した寺内町土呂の一部であった。しかし、永禄7年（1564）の三河一向
一揆鎮圧の兵火によって寺内町土呂は焼失するが、その後、場所を南方の低地に移し

石川伯香守数正などの働きにより町が再興された。

土呂村は検地帳や寛永郷帳では「村」扱いされているものの、承応3年（1654）に

は領主居城地のある碧海郡中嶋村とともに、餅売買の禁止から除外され「中島町・土

呂町中は格別の事」と記されている。再興された「町」は、17世紀の中頃までには

在郷町としての発展をとげ領主から「土呂町」として認識されていた。
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シ
之
所
、
俄
カ
ニ
神
風
吹
テ
、
御
玉
之
榊
重
ク
成
事
如
ク
大
岩
盤
石
之
、
其
外
奇
異

之
不
思
議
多
ク
、
奉
棒
御
聞
ク
、
神
託
ニ
ヨ
リ
為
勧
請
二
・
・
・
・

¢
そ
の
二

天
和
三
年
御
鍬
太
神
宮
創
建
、
屋
根
軒
l
〓
ア
、
東
西
一
丈
一
尺
、
南
北
九
尺
、
下

柱
六
尺
四
方
、
長
板
葺
也
、
金
子
七
両
二
分
岡
崎
兵
右
衛
門
請
取
也
、
棟
上
青
銅

壱
貫
文
・
備
餅
一
斗
取
一
重
、
大
工
兵
右
衛
門
二
送
之
、
村
々
送
り
之
節
、
上
ケ
銭

一
四
貫
七
百
十
二
文
榊
二
付
有
遷
宮
、
参
詣
之
章
銭
一
貫
五
百
文
有
、
時
之
領
主

松
平
備
前
守
政
信
公
、
当
郷
庄
官
筒
井
三
之
森
吉
勝
後
理
左
衛
門
、
此
者
野
地
稲

干
場
頗
下
為
宮
地
ト
、
肝
煎
松
平
勘
介
・
筒
井
三
之
桑
・
石
川
忠
兵
衛
・
石
原
兵
次

郎
・
筒
井
八
兵
衛
・
河
澄
孫
六
・
佐
藤
五
郎
八
等
也
、
上
地
・
高
須
・
萱
園
村
庄
屋

共
二
棟
札
二
記
ス
、
其
節
同
額
隣
村
故
、
如
斯
右
太
神
宮
、
天
和
二
年
十
二
月
十
三

日
当
郷
工
被
遷
玉
勢
姦
ヨ
リ
、
道
々
之
村
里
布
旗
・
紙
旗
・
諸
道
具
等
奉
り
思
マ
マ

ニ
幾
千
万
卜
云
、
数
ヲ
不
知
、
依
之
当
郷
ヲ
始
、
高
須
・
永
井
・
萱
園
・
上
地
里
民
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不
残
集
様
々
之
出
立
ニ
テ
太
鼓
・
笛
鼓
ヲ
鳴
シ
、
紅
白
木
綿
ヲ
奉
、
祓
ヲ
納
、
為
御

移
徒
卜
酒
井
餅
三
表
ヲ
氏
子
二
配
ス

土
呂
村
庄
屋
　
筒
井
三
之
桑

同
　
　
　
断
　
佐
藤
五
郎
八

同
　
　
　
断
　
川
　
澄
　
孫
　
六

上
地
相
庄
屋
　
兵
藤
太
郎
右
衛
門

従
五
位
下
兼
備
前
守
政
信
創
建

第
四
節
日
本
三
大
御
田
植
祭

日
伊
　
雑
　
宮
　
（
祭
神
天
照
坐
皇
大
御
神
御
魂
）

志
摩
郡
磯
部
町
上
之
郷
の
皇
大
神
宮
別
宮
伊
雑
宮
の
御
田
植
式
は
、
相
当
古
く
か

ら
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
香
取
神
宮
、
住
吉
大
社
と
共
に
日
本
三
大
御
田
植
祭
と

し
て
有
名
で
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

御
田
植
式
は
毎
年
六
月
二
十
四
日
で
、
古
来
磯
部
九
郷
の
村
人
に
よ
っ
て
交
代
で
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）

奉
仕
さ
れ
て
い
る
。
式
は
午
前
十
時
頃
か
ら
始
ま
り
、
全
部
終
わ
る
の
は
午
後
四
時

過
ぎ
と
な
る
。

式
次
第
は
、
奉
仕
員
一
同
揃
っ
て
伊
薙
宮
に
参
拝
、
お
祓
い
を
受
け
て
御
田
に
向

か
う
。
そ
の
順
序
は
、
先
頭
に
臥
指
二
人
と
立
入
六
人
の
八
人
は
二
十
代
の
青
年
で

菅
笠
を
戴
き
中
形
の
禰
衿
を
着
て
紺
の
股
引
に
手
甲
を
つ
け
る
。
つ
ぎ
に
早
乙
女
が

六
人
（
先
頭
の
一
人
を
奥
若
、
次
の
一
人
を
「
さ
い
若
」
）
共
に
十
二
・
三
か
ら

十
五
・
六
歳
の
少
女
で
、
顔
の
白
粉
を
つ
け
、
眉
を
ひ
き
、
菅
笠
を
冠
り
、
白
装
束

の
上
に
緋
の
棒
を
か
け
る
。

そ
の
後
の
　
「
さ
さ
ら
摺
」
　
の
二
人
は
、
十
歳
前
後
の
少
年
で
、
菅
笠
を
冠
り
ス
モ
ン

の
派
手
な
襟
枠
に
紫
色
の
脚
秤
を
つ
け
る
。

続
い
て
の
太
鼓
打
ち
一
人
は
、
七
・
八
歳
の
童
男
で
「
か
つ
ら
」
を
冠
り
、
作
り
眉

を
し
て
少
女
に
扮
装
し
、
介
添
人
が
つ
い
て
御
田
の
中
で
田
舟
に
乗
り
ま
す
。

そ
し
て
、
行
列
の
最
後
に
は
笛
二
人
、
太
鼓
一
人
、
小
鼓
一
人
、
謡
六
人
（
内
話
頭
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一
人
）
　
の
住
人
は
、
青
年
男
子
で
素
襖
烏
帽
子
を
着
け
ま
す
。

以
上
の
装
束
を
付
け
た
行
列
は
、
全
員
が
洗
足
で
御
田
に
向
か
う
。

御
田
の
西
側
の
畔
上
に
は
、
長
さ
三
文
ほ
ど
の
青
竹
が
杭
に
縛
っ
て
立
て
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
竹
の
先
端
に
は
大
団
扇
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

や
が
て
立
入
お
よ
び
早
乙
女
等
が
御
田
に
下
り
立
つ
と
、
立
入
が
奥
若
の
手
を
引

い
て
先
行
し
、
つ
ぎ
に
　
「
さ
い
若
」
　
つ
づ
い
て
残
る
四
人
の
早
乙
女
が
準
次
に
手
を

取
り
合
っ
て
苗
場
を
三
周
半
し
て
か
ら
苗
取
り
が
始
ま
る
。

苗
取
り
が
終
わ
る
と
立
入
が
青
竹
を
杭
か
ら
外
し
て
、
三
度
扇
い
で
御
田
の
中
心
に

向
か
っ
て
倒
す
と
、
近
郷
漁
村
の
青
年
た
ち
が
下
帯
姿
に
な
っ
て
田
に
入
り
、
竹
の

奪
い
合
い
を
行
な
う
。
そ
の
争
奪
の
有
様
は
頗
る
勇
壮
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
竹

を
持
ち
帰
っ
て
船
霊
に
祭
り
大
魚
満
足
・
海
上
安
全
の
お
守
り
に
す
る
風
習
が
あ
る

竹
取
が
終
わ
る
と
御
田
植
が
始
ま
り
一
列
に
並
ん
で
植
え
な
が
ら
下
が
っ
て
行
く

そ
の
間
、
謡
方
、
鼓
方
、
笛
方
、
さ
さ
ら
方
、
太
鼓
方
が
調
子
を
そ
ろ
え
て
曝
し
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た
て
る
。
一
下
が
り
に
謡
曲
を
二
番
ほ
ど
謡
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

早
苗
を
半
分
ほ
ど
を
植
え
終
わ
っ
た
頃
の
休
憩
時
間
に
、
さ
さ
ら
方
の
二
人
が
田
の

中
で
舞
踏
を
始
め
る
。
こ
れ
を
早
取
挿
と
い
う
。
こ
の
間
、
全
員
が
若
布
の
肴
で

小
宴
を
行
な
い
、
さ
ら
に
続
い
て
残
り
を
植
え
終
え
る
。

御
田
植
が
終
わ
る
と
全
員
が
列
を
整
え
「
踊
り
込
み
」
と
い
う
踊
り
で
煉
り
込
み

な
が
ら
、
再
び
伊
薙
宮
に
進
み
童
男
の
納
め
舞
で
御
田
植
式
が
終
わ
る
。

日
香
取
神
宮
　
（
祭
神
　
経
津
主
大
神
）

香
取
神
宮
の
御
田
植
祭
は
、
香
取
郡
一
帯
で
「
香
取
ま
ち
」
と
も
呼
ば
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
。

以
前
は
旧
暦
の
五
月
五
・
六
の
両
日
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
桜
の
満
開
の
四
月
第
一

土
曜
日
と
日
曜
日
の
二
日
間
行
な
わ
れ
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
賑
や
か
で
あ
る
。

香
取
神
宮
御
田
植
祭
の
第
一
日
目
は
「
耕
田
祭
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
神
田
前

に
整
列
し
た
地
元
の
役
職
の
人
々
の
中
央
を
笛
や
鼓
の
音
に
の
っ
て
神
官
の
入
場
で

香
取
神
宮
の
由
来

宮
柱
の
創
建
は
、
神
武
天
皇
十
八
年
に
な
る

と
古
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
伊
勢

神
宮
と
同
様
式
年
造
営
の
制
度
が
あ
っ
た
。

現
在
の
社
殿
は
、
元
禄
十
三
年
徳
川
綱
吉
公

の
造
営
で
あ
る
。

境
内
に
は
樹
齢
千
年
余
の
御
神
木
が
あ
る
。
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始
ま
る
。
祝
詞
奉
上
の
あ
と
色
鮮
や
か
な
稚
児
・
早
乙
女
・
巫
女
ら
が
登
場
す

る
な
か
で
、
社
宝
で
も
あ
る
狂
言
面
を
つ
け
た
三
人
の
演
者
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
る
耕
田
式
が
こ
の
日
の
メ
イ
ン
と
な
る
。

舞
は
田
を
耕
す
し
ぐ
さ
に
始
ま
り
、
秋
の
取
り
入
れ
ま
で
を
無
言
で
演
ず
る
の

で
あ
る
。
こ
の
後
に
行
な
わ
れ
る
田
舞
で
は
、
菅
笠
を
か
ぶ
り
紺
の
カ
ス
リ
に

小
さ
な
前
掛
け
と
赤
棒
掛
け
を
し
た
早
乙
女
の
八
人
が
、
神
事
御
田
植
歌
に

合
わ
せ
て
田
植
え
の
神
事
を
行
な
い
一
日
目
が
終
わ
り
と
な
る
。

二
日
目
は
神
殿
の
前
で
の
耕
田
式
の
あ
と
、
神
宮
下
の
斎
田
ま
で
早
苗
を
手

に
し
た
稚
児
が
肩
車
さ
れ
て
一
キ
ロ
の
道
を
進
む
。
稚
児
は
赤
い
布
を
ぶ
ら

さ
げ
大
神
田
・
司
田
・
犬
丸
田
・
金
丸
太
・
利
助
田
・
駒
田
・
長
田
・
狭
田
と

八
つ
の
神
田
名
を
大
書
し
た
華
傘
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

斎
田
で
は
早
乙
女
に
よ
っ
て
実
際
に
田
植
え
が
行
な
わ
れ
、
笛
・
太
鼓
な
ど

の
お
輝
子
も
さ
れ
る
。
こ
の
田
植
え
が
す
む
と
こ
の
祭
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

神
事
の
御
田
植
歌

♪
オ
ー
ヤ
見
上
げ
る
お
山
は
香
取
ホ
ー
イ
ホ
イ

オ
ー
ヤ
見
下
す
津
の
宮
鳥
居
河
岸
へ
見
上
げ
て

見
れ
ば
香
取
、
見
下
せ
ば
津
の
宮
名
所
船
着
し

♪
オ
ー
ヤ
香
取
で
名
所
は
桜
の
馬
場
ホ
ー
イ
ホ
イ

オ
ー
ヤ
潮
来
が
見
え
ま
す
ほ
の
ぼ
の
と

♪
オ
ー
ヤ
鹿
島
の
船
津
の
ち
ょ
ろ
達
が
ホ
ー
イ
ホ
イ

オ
ー
ヤ
茜
の
簿
で
苗
を
と
る

♪
オ
ー
ヤ
目
出
度
い
も
の
は
芋
の
種
ホ
ー
イ
ホ
イ

オ
ー
ヤ
茎
長
く
葉
広
く
子
を
殖
す
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迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

肩
車
さ
れ
て
稚
児
た
ち
は
華
傘
に
お
お
わ
れ
て
神
前
に
戻
っ
て
く
る
の
だ
が
、
額
に

つ
け
た
花
と
木
の
葉
を
描
い
た
奉
書
製
の
宝
冠
が
吹
っ
飛
ぶ
よ
う
な
勢
い
で
桜
門
に

入
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
道
中
で
の
見
物
衆
に
花
傘
を
奪
い
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
肩
車
を
す
る
人
と
稚
児
と
の
一
体
感
の
行
動
を
是
非
見
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

白
住
吉
大
社
（
祭
神
底
・
中
・
表
筒
男
命
の
三
神
・
息
長
足
姫
命
）

住
吉
大
社
の
御
田
植
神
事
で
あ
る
御
田
は
、
毎
年
六
月
十
四
日
に
祭
儀
に
続
い
て

境
内
の
約
二
段
歩
の
神
田
で
田
植
え
を
す
る
間
、
中
央
の
舞
台
と
田
の
く
ろ
で
農
作

を
予
祝
す
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。

社
伝
に
よ
れ
ば
千
七
百
六
十
余
年
の
昔
、
神
功
皇
后
が
大
社
を
御
鎮
祭
の
後
、
長
門

の
国
か
ら
植
女
を
召
し
て
御
供
田
を
植
え
さ
せ
ら
れ
た
に
始
ま
る
と
い
う
。
植
女
は
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旧
社
領
の
堺
乳
守
に
落
ち
着
い
て
代
々
奉
仕
を
し
た
。
植
女
は
後
に
乳
守
の
遊
女
に

な
っ
た
の
で
遊
女
た
ち
も
実
際
に
は
田
に
も
入
っ
た
が
、
何
時
の
頃
か
ら
か
替
植
女

に
苗
を
渡
し
て
、
代
わ
り
に
田
に
入
る
の
は
実
際
の
農
家
の
婦
人
等
に
な
っ
て
い
る
。

明
治
維
新
以
来
、
植
女
は
新
町
廓
の
芸
妓
が
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後

昭
和
五
十
四
年
二
月
三
日
に
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

当
日
の
午
前
十
一
時
よ
り
、
新
町
廓
か
ら
の
奉
仕
の
植
女
、
御
稔
女
　
を
は
じ
め

役
員
等
が
揃
っ
て
参
入
し
、
神
館
で
粉
黛
、
戴
盃
式
を
行
な
っ
て
神
事
に
関
わ
る

奉
仕
の
資
格
を
得
る
。

午
後
一
時
に
本
殿
祭
の
儀
が
始
ま
る
。
宮
司
以
下
神
職
、
八
乙
女
、
植
女
、
稚
児
、

御
稔
女
、
風
流
武
者
、
住
吉
蹄
の
子
等
、
替
植
女
、
奉
耕
者
等
は
石
舞
台
で
修
祓
の

後
、
第
一
本
堂
に
参
進
し
て
祭
典
が
厳
か
に
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
神
前
に
供
え
ら

れ
た
早
苗
が
一
つ
一
つ
植
女
に
手
渡
し
さ
れ
、
祭
儀
が
す
む
と
宮
司
以
下
行
列

を
整
え
て
神
田
に
渡
る
。

筆
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行
列
は
神
田
を
一
周
し
て
そ
れ
ぞ
れ
控
所
に
入
り
、
御
田
式
場
の
儀
が
始
ま
る
。

初
め
に
修
祓
が
行
わ
れ
、
中
央
の
舞
台
上
で
植
女
か
ら
替
植
女
に
早
苗
が
渡
さ
れ

替
植
女
が
田
に
下
り
た
っ
て
植
付
を
始
め
る
早
苗
授
受
が
行
な
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に

田
舞
、
新
田
代
舞
、
風
流
武
者
行
事
、
棒
打
合
戦
、
田
植
舞
、
住
吉
舞
と
続
い
て

い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
事
が
替
植
女
、
奉
耕
者
等
に
よ
る
植
付
を
し
て
い
る

あ
い
だ
に
順
次
行
な
わ
れ
る
。

八
乙
女
の
舞
う
田
舞
は
、
住
吉
大
社
に
伝
わ
る
巫
女
舞
の
一
つ
で
、
奈
良
、
平
安
の

古
い
手
振
り
を
遺
し
文
化
財
と
し
て
も
貴
重
な
価
値
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
底
筒
男
命
・
中
筒
男
命
・
表
筒
男
命
の
三
神
を
住
吉
大
神
と
総
称
さ
れ
て

い
る
。
因
み
に
古
事
記
に
よ
る
と
、
こ
の
三
神
伊
弊
諾
尊
が
黄
泉
の
国
か
ら
葦
原

の
中
つ
国
に
戻
っ
た
と
き
に
身
の
積
れ
を
祓
う
た
め
の
楔
祓
を
せ
ら
れ
た
と
き
に

生
ま
れ
た
神
様
で
す
。

第
五
飾
近
郊
の
御
田
植
祭
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棒
大
神
社
（
祭
神
猿
田
彦
大
神
）

当
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
猿
田
彦
大
神
は
、
人
間
が
生
き
る
た
め
に
最
も
大
切
な

稲
作
り
の
業
を
教
え
導
い
た
神
様
で
あ
り
、
「
田
中
の
神
様
」
と
も
称
さ
れ
多
く
の

人
達
に
敬
わ
れ
て
い
る
。

椿
大
社
の
御
田
植
祭
は
、
平
安
時
代
前
期
に
現
在
の
よ
う
な
祭
り
と
な
り
江
戸
時
代

ま
で
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
に
神
領
分
割
に
よ
り
中
断
さ
れ
て
い
た
も
の
が

昭
和
五
十
一
年
に
古
式
に
よ
り
神
事
と
し
て
再
興
さ
れ
た
。

御
田
植
祭
は
、
毎
年
六
月
の
第
二
日
曜
日
正
午
よ
り
神
社
拝
殿
で
本
殿
祭
が
行
は

れ
神
前
に
早
苗
を
奉
り
、
五
穀
豊
穣
、
開
運
祈
願
の
祈
り
後
、
神
鍵
田
ま
で
猿
田
彦

大
神
お
よ
び
天
之
錮
女
命
の
姿
を
描
い
た
二
本
の
大
団
扇
を
先
頭
に
、
桃
山
時
代
の

豪
華
な
衣
装
を
つ
け
た
八
乙
女
、
植
方
男
、
植
方
女
ら
の
道
中
行
列
が
賑
々
し
く

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

神
額
田
で
の
神
田
祭
は
、
玉
苗
を
は
じ
め
特
殊
神
僕
の
飛
魚
が
大
前
に
供
え
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ら
れ
五
穀
豊
穣
、
台
風
除
け
、
虫
除
け
が
祈
念
さ
れ
る
。
続
く
御
田
植
神
事
で

は
、
早
乙
女
か
ら
渡
さ
れ
た
玉
苗
が
一
文
字
笠
、
紋
峰
子
に
鮮
や
か
な
茜
棒
に

手
甲
、
脚
半
姿
の
植
方
男
、
植
方
女
に
よ
り
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
獅
子
神
楽
で

奏
で
ら
れ
る
な
か
を
玉
苗
が
一
株
一
株
丹
念
に
植
え
つ
け
ら
れ
る
。

一
方
、
神
傑
田
横
の
特
設
舞
台
で
は
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
舞
や
敬
神
婦
人
会
、

地
元
老
人
会
に
よ
る
舞
踊
や
「
豊
年
踊
り
」
が
華
や
か
に
奉
納
さ
れ
、
御
田
植

神
事
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
る
。

無
事
に
玉
苗
を
植
え
終
え
た
神
額
田
中
央
で
は
、
宮
司
の
詠
む
御
神
歌
に
合

わ
せ
て
大
団
扇
を
三
度
合
わ
せ
る
　
「
大
団
扇
合
わ
せ
神
事
」
が
行
わ
れ
、
男
女

二
神
の
和
合
の
交
歓
に
象
徴
さ
れ
る
豊
穣
の
願
が
込
め
ら
れ
て
御
田
植
神
事
が

終
わ
る
。

猿
田
彦
命

「
口
や
尻
が
赤
く
て
鼻
が
と
て
も
長
い
と
」
描
写

さ
れ
、
天
狗
の
前
身
の
よ
う
な
異
様
な
神
で
あ
る
。

こ
の
神
が
天
孫
降
臨
の
神
話
に
お
い
て
葦
原
中
国
に

降
り
る
神
々
を
高
天
原
の
道
の
辻
で
出
迎
え
た
お
り
、

天
之
錮
女
命
か
ら
身
分
を
質
さ
れ
た
後
、
そ
の
天
孫
の

一
行
を
地
上
ま
で
先
導
す
る
役
を
果
た
し
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
境
の
神
、
道
案
内
の
神
と
し
て
の

性
格
が
導
き
出
さ
れ
、
神
社
の
祭
礼
の
渡
御
の
際
の

矛
や
杖
な
ど
を
持
ち
行
列
の
先
導
や
、
四
方
固
め
を

行
な
っ
た
り
す
る
。

祭
神
と
し
て
祀
る
神
社
も
数
多
く
、

神
楽
や
太
神
楽
に
猿
田
彦
舞
が
あ
る
。

ま
た
各
地
の

猿
田
彦
大
神
と
天
之
錮
女
命
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お

わ

り

に

長
く
掛
っ
た
が
　
「
扇
さ
ん
余
話
」
　
と
し
て
山
方
　
（
占
部
筋
）
　
手
永
と
そ
れ
に

関
わ
る
よ
う
な
事
柄
を
自
分
な
り
に
取
り
纏
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

今
ま
で
、
読
む
側
の
者
が
書
く
側
に
身
を
置
き
、
資
料
収
集
、
聞
き
取
り
調
査
や

現
地
確
認
な
ど
物
書
き
を
生
業
と
す
る
人
達
の
苦
労
を
実
感
し
た
。

有
史
以
来
、
稲
作
に
携
わ
る
人
々
の
素
朴
で
切
実
な
五
穀
豊
穣
を
願
う
虫
送
り
か
ら

御
鍬
祭
・
御
田
扇
祭
と
遷
り
変
わ
る
な
か
で
、
勧
請
の
対
象
も
皇
太
神
宮
に
供
え
ら
れ

る
物
を
採
る
伊
雑
宮
か
ら
食
物
神
の
稲
神
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
豊
受
大
神
宮
へ
と

変
遷
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
御
節
な
ど
の
地
域
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
と

江
戸
末
期
に
尾
張
の
天
野
信
景
の
著
書
「
祭
祀
雑
記
」
　
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
扇
さ
ん
と
い
う
地
域
の
民
俗
文
化
を
末
永
く
継
承
・
保
存
し
て
い
く
た
め
に

は
、
科
学
万
能
の
社
会
に
あ
っ
て
も
時
と
し
て
、
先
人
の
生
き
ざ
ま
に
想
い
を
浸
し
、

森
羅
万
象
に
対
す
る
畏
敬
の
念
と
祈
り
の
心
を
も
つ
こ
と
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
は



（47）

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

な
い
か
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
社
会
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
農
地

の
多
く
が
宅
地
化
さ
れ
稲
作
等
に
携
わ
る
人
々
が
激
減
す
る
な
か
で
、
こ
の
祭
り

を
継
承
・
保
存
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
る
こ
と
も
現
実
的
と
い
え
よ
う
。

六
つ
の
手
永
の
現
状
は
、
「
御
田
扇
祭
の
現
状
」
で
述
べ
た
と
お
り
三
つ
の
手
永

は
規
模
の
大
小
は
別
と
し
て
神
輿
の
巡
幸
が
な
さ
れ
て
い
る
。
残
り
三
つ
の
手
永
に

つ
い
て
も
神
輿
の
巡
幸
は
な
い
が
、
神
社
祭
礼
の
中
に
合
祀
さ
れ
魂
が
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
達
の
知
恵
と
努
力
で
祭
り
が
末
永
く
続
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
愉
し
み
に
し
て
い
る
一
人
で
あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
長
々
と
雑
文
を
笑
読
し
て
頂
い
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
六
月
七
日

下
名
町
÷
讐
；
え
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